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特 色 ● 富岡製糸場伝道師協会の講師にご協力いただき、３年生では蚕の飼育 
を行っている。「蟻蚕」と呼ばれる卵からかえったばかりの蚕から育て 
はじめており、大きく成長した蚕が繭をつくるまで教室や家庭で世話を 
している。毎日桑の葉をあげたり、掃除をしたりと３年生の児童全員で 
蚕の成長を見届けながら、学んだことを日記にまとめたり理科の学習と 
関係づけたりしながら学びを深めている。２学期には、図工で蚕の絵を 
描いたり、繭から生糸をつくる「座繰り体験」や「まゆクラフト」など 
を行ったりしている。 

成 果 

 

第３学年 

自然体験 

令和６年度 

● 学校評価アンケート項目（児童）、「自分たちの暮らしと、他の地域 
の暮らしとのちがいを知ることで、さらに深谷や八基のよさに気付くこ 
とができる。」では、１学期は９５％だったが、蚕に関する学習をより 
深めた２学期には９８％に向上した。 

● 座繰り体験で、まゆの糸をふやかすことと、糸をまく作業を一人でや 
るのが難しいと思いました。 

● 座繰り体験で回しながら繭の糸と糸を繋げるのがドキドキしたり、わ 
くわくしたりしました。 

● 私は蚕の赤ちゃんが黒いことに驚きました。 

蚕の飼育 


